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運
送
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の
一
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を
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す
る
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律
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す
る
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員
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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

特
別
監
査
等
が
旅
客
船
事
業
者
の
安
全
意
識
の
欠
如
等
を
十
分
に
是
正
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
同
事
業
者
の

運
航
管
理
者
の
資
格
要
件
の
真
偽
に
つ
い
て
十
分
な
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
知
床
遊
覧
船
事
故
対
策
検
討

委
員
会
か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
監
査
や
審
査
等
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
回
の
事
故
を
始
め
、
こ
れ
ま
で

事
故
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
全
の
確
保
は
旅
客
船
事
業
を
営
む
際
の
大
前
提
で
あ
る
こ
と
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
規
制
当
局
と
し
て
毅
然
と
し
た
姿
勢
を
堅
持
し
、
旅
客
船
事
業
者
に
対
し
、
た
ゆ
み
な
い
安
全
確
保
に
努

め
る
よ
う
促
す
こ
と
。 

 

二 

本
法
で
強
化
さ
れ
た
規
制
が
実
効
性
を
伴
う
よ
う
、
関
係
者
に
対
す
る
適
切
な
助
言
、
監
査
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
日
本

小
型
船
舶
検
査
機
構
の
検
査
の
実
効
性
が
伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
事
故
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
機
構

へ
の
監
督
強
化
や
、
国
と
の
情
報
共
有
を
徹
底
し
、
同
機
構
の
検
査
の
体
制
強
化
と
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
。 

 

三 

事
故
被
害
者
の
ご
家
族
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
が
一
日
も
早
く
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
き
め
細
か
く
継
続
的
に
、
単
な
る
情
報
提
供
等
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
ご
家
族
の
要
望
を
十
分
に
踏
ま
え
た
対
応
を
行
っ

て
い
く
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
公
共
交
通
事
業
者
に
よ
る
被
害
者
等
支
援
計
画
の
作
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
同
計

画
を
作
成
し
て
い
な
い
公
共
交
通
事
業
者
が
起
こ
し
た
事
故
で
あ
っ
て
も
、
事
故
被
害
者
や
ご
家
族
が
中
長
期
に
わ
た
っ
て

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
。 

  



四 

現
行
の
救
命
設
備
の
課
題
に
対
応
し
た
新
た
な
救
命
設
備
の
開
発
と
、
そ
の
船
舶
へ
の
搭
載
を
促
進
す
る
こ
と
。
特
に
、

中
小
零
細
事
業
者
が
、
費
用
の
面
か
ら
導
入
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
早
期
搭
載
に
向
け
た
必
要
な
支
援
を

継
続
的
に
行
う
こ
と
。 

 

五 

抜
き
打
ち
や
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
運
航
管
理
体
制
等
の
事
業
者
へ
の
監
査
、
及
び
違
反
点
数
の
累
計
に
よ
る
適
時
適
切
な
行

政
処
分
等
の
新
た
な
規
制
を
実
効
的
に
運
用
す
る
た
め
、
地
方
運
輸
局
等
の
体
制
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

 

六 

安
全
統
括
管
理
者
講
習
機
関
の
登
録
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
正
で
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
行

い
、
元
国
土
交
通
事
務
次
官
に
よ
る
民
間
企
業
役
員
人
事
へ
の
介
入
の
反
省
を
踏
ま
え
、
天
下
り
等
行
政
と
の
不
適
切
な
関

係
を
疑
わ
れ
ぬ
よ
う
厳
正
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

七 

小
型
船
舶
の
み
を
用
い
た
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
む
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
人
材
の
確
保
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、
我
が
国
の
海
上
運
送
事
業
に
お
い
て
全

般
的
な
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
の
た
め
、
賃
金
を
始
め
と
す
る
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
船
員
の
確
保
・
育
成
体
制
の
一
層
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。 

 

八 

旅
客
船
舶
の
発
航
を
中
止
す
べ
き
条
件
下
で
の
発
航
が
二
度
と
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
運
航
の
可
否
判
断
の
客
観

性
を
確
保
し
、
旅
客
船
事
業
者
に
対
す
る
指
導
・
監
督
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
地
域
旅
客
船
安
全
協
議
会
等
を
通
じ
た
安

全
情
報
の
共
有
化
の
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
海
難
の
発
生
に
際
し
て
は
、
迅
速
か
つ
機
動
的
な
救
助
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
通
報
体
制
や
救
助
体
制
の
一
層
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
こ
と
。 

 

九 

世
界
単
一
市
場
で
あ
る
国
際
海
運
市
場
に
お
い
て
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
我
が
国
商
船
隊
が
競
争
力
を
確
保
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
財
政
や
税
制
の
支
援
措
置
を
継
続
的
に
講
じ
て
い
く
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


